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第38期第7回公運審

令和8年5月20日

公民館名 事業区分 講座名

少年教育事業 ひがし子ども囲碁教室

成人学校「インスタ・Ｘ・ＬＩＮＥをもっと楽しく、もっと安全に」

成人学校「100歳現役　今を生きる」

緑分館 青年教育事業 生活日本語教室

貫井北分館 成人教育事業
成人学校地域研究講座「文学散歩・野川を歩く―大岡昇平「武蔵野夫人」を
追って」

公民館事業の報告

東分館

成人教育事業



土

土

そのほか 小学生 24人 梶野町
保育 なし 参加費 なし 小学生未満 東町

施設名 事業名 講座名

東分館 少年教育事業 こども囲碁教室「ひがし子ども囲碁教室」

目的・ねらい 市内の小学生を対象に、レベル別クラス編成指導で囲碁の上達を目指す。

定員 25人 応募者数 24人 区分 実人数 区分 実人数
14人

対象者 市内在住・在学の小学生
15歳以上 緑町 3人
２０代 中町 3人

2人
（279人） 11人 13人 中学生 関野町

受講者数
（延べ数）

24人 男 女

募集方法
市報こがねい、月刊こうみんかん、ポスター・チラ
シ、市ＨＰ、東センターＨＰ、東分館x

３０代 前原町
４０代 本町 1人

受付方法 往復はがき、窓口受付
５０代 桜町
６０代 貫井北町 1人

実施場所 公⺠館東分館 集会室A・B
７０代 貫井南町
８０代以上 市外（在勤・在学）

※1 冷房機器故障による臨時休館により3回中止

※2 空調機器改修工事による臨時休館により4回中止

第2・第4土曜日 24回実施予定も臨時休館により７回中止（※1、※2） 全17回実施

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

4月12日 10-12時 レベル別による囲碁の指導 小金井囲碁連盟

|

3月28日

企画実行委員・
担当職員感想

・囲碁の対局練習により、棋力向上はもとより、先を読む力や忍耐力、異世代の講師や学年の違う
児童との対局でコミュニケーション力も身に着ける場にもなっていると感じている。

企画実行委員 なし 担当職員 鈴木 

参加者感想
（一部抜粋）

・囲碁を始めたことでだんだん負けてもそのまま引きずらないで次どうしたらいいのかや、反省点
を見つけたりできるようになりました。始めなかったら関わることのなかった囲碁をできて楽し
かったです。
・囲碁のことが知れてとても楽しかったです。それから囲碁の問題がたくさんとけてよかった。
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木

受講者数
（延べ数）

男 女
保育 なし 参加費 なし 小学生未満

そのほか 小学生14人
（25人）

1人
6人 8人 中学生 関野町

東町 4人
梶野町

施設名 事業名 講座名

東分館 成人教育事業 成人学校「インスタ・Ｘ・ＬＩＮＥをもっと楽しく、もっと安全に」

目的・ねらい

SNSの中でも幅広い世代に利用されているInstagram、X、LINEを取り上げ、２回の講座を通して
その楽しく便利な活用方法を紹介し実践してもらう。同時に、ターゲティング広告対策や、肖像
権侵害、著作権法違反等のトラブルに遭わないための防止策並びに安全に利用するための正しい
ネットリテラシーについて学ぶ。

定員 12人 応募者数 14人 区分 実人数 区分 実人数

対象者 市内在住・在勤・在学の方
15歳以上 緑町 2人
２０代 中町 3人

募集方法
市報こがねい、月刊こうみんかん、ポスター・チ
ラシ、市ＨＰ、東センターＨＰ、東分館X

３０代 前原町 3人
４０代 1人 本町

受付方法 メールと往復はがき
５０代 桜町
６０代 4人 貫井北町 1人

実施場所 東分館集会室Ａ・B
７０代 6人 貫井南町
８０代以上 3人 市外（在勤・在学）

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 3月12日 10-12時 私のSNSを発信してみよう

2 3月19日 10-12時 LINEの便利な機能、ネットトラブルを防ぐには

本多 隆志（ＩⅭＴアドバイザー）

本多 隆志（ＩⅭＴアドバイザー）

企画実行委員・
担当職員感想

SNSの基本操作から活用方法、防犯対策までを多岐に学べる内容とし、参加者の理解促進と実践意欲の向上につながった。
受講者の習熟度に差があり、デバイス毎グループ別にしICTサポーターズをそれぞれに配置するなど改善を図ったが、進行
速度や個別対応には課題が残った。

企画実行委員  小林 担当職員 坂根 

参加者感想
（一部抜粋）

・テーマも資料もよいと思う。ただ困っていることは人それぞれ、各人共通しているところ（詐欺メールの見分け方とか）
と個人的なこともあると思う。サポーターを独り占め状態にしてしまうことが多々あった。班分けも、サポーターの入り方
も１回目と２回目で改良されていて、企画の方々は素晴らしい観察力をお持ちだと思う。
・ありがとうございました。概略理解できたように思います。内容が広範囲で細部にわたる説明は２回では無理がある。回
数優先でやるならもう少し絞って、ていねいな説明をした方がよい。
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受講者数
（延べ数）

男 女
保育 なし 参加費 なし 小学生未満

そのほか 小学生
39人

1人
7人 32人 中学生 関野町

東町 21人
梶野町

施設名 事業名 講座名

東分館 成人教育事業 成人学校「100歳現役 今を生きる」

目的・ねらい

市内に住む倉橋良⼦⽒は令和7年12⽉に満100歳となり、今も元気で公⺠館登録団体の
代表をするなど活躍されている。多くの激動の時代を生き、社会や地域とかかわり歩
んできた倉橋⽒の人生をあらためて振り返っていただく。

定員 40人 応募者数 40人 区分 実人数 区分 実人数

対象者 市内在住・在住・在学の方
15歳以上 緑町 1人
２０代 中町 2人

募集方法
市報こがねい、⽉刊こうみんかん、ポスター・チラ
シ、市ＨＰ、東センターＨＰ、東分館X

３０代 前原町 8人
４０代 本町 2人

受付方法 メール、往復はがき
５０代 3人 桜町
６０代 5人 貫井北町 1人

実施場所 集会室Ａ・Ｂ
７０代 16人 貫井南町 3人
８０代以上 15人 市外（在勤・在学）

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 4⽉24日 14〜15:30 「100歳現役 今を生きる」 倉橋良⼦(公⺠館のあすを考える会 代表)

企画実行委員・
担当職員感想

今回の講座は欠席者が1名と普段の講座から比べると少なく、このテーマに関心が相当高いものであったと感じた。参加
者は、100歳の方の心のあり方やどうやって健康を保っているかななど聞きたい方が多いようだった。なお、講師の希望
から職員が質問形式の進行を中心とし行い、それは講師の身体的負担も少なくしたのではないかと感じている。

企画実行委員 城⼾、小林、坪井 担当職員 鈴木

参加者感想
（一部抜粋）

・倉橋さん100歳とのこと、まったくそのお年には思えないご様⼦で、素晴らしいお話でした！
・思っていた以上にお元気なお姿に感動いたしました。目標にしてこれから生活しようと思います。
・倉橋さんのお話がとてもよく、お話が明瞭であることに感動しました。
・年齢には見えない立派な方、考え、声には張りがあった。質問に対して実直に話されていた。
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施設名 事業名 講座名

緑分館 ⻘年教育事業 生活日本語教室

目的・ねらい
日本語の読み書きや日常会話に不自由している外国人に対して、ボランティアスタッ
フが市⺠生活に必要な日常会話の学習を援助することを基本とし、教室内で交流を図
るとともに、日本文化を理解してもらうことを目的とする。

定員 応募者数 区分 実人数 区分 実人数
東町

受講者数
（延べ数）

1,813人 男 女 そのほか 小学生 梶野町
保育 なし 参加費 なし 小学生以下

（1,813人） 中学生 関野町

対象者 市内在住・在学の中学生以上の外国人
15歳以上 緑町
２０代 中町

募集方法
常時募集するとともに、市ホームページへの掲
載および必要に応じて市報に掲載

３０代 前原町
４０代 本町

受付方法
一度教室を見学してもらい、本人の希望により
次回から学習に参加

５０代 桜町
６０代 貫井北町

実施場所 緑分館学習室ABC
７０代 貫井南町
８０代以上 在勤・在学

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1
4/5-3/26

（全43回)
10:30-12

外国人学習者のレベルに合わせた、少人数
による指導

ボランティアスタッフ

ボランティアスタッフ

ボランティアスタッフ

2 7月5日 10:30-12 外国人学習者発表会 ボランティアスタッフ

3 11月8日 10:30-14 おにぎりチャレンジ

企画実行委員・
担当職員感想

公⺠館の講座がきっかけで発⾜した生活日本語教室は、ボランティアスタッフ同⼠が学び合い、
外国人学習者と生活日本語教室通して交流を深め、文化などの違いを認め合い、ボランティアス
タッフの生涯学習と、社会教育を通した共生社会づくりに貢献していると思われる。

企画実行委員 なし 担当職員 伊藤

参加者感想
（一部抜粋）

生活日本語教室定例会でのボランティアスタッフの感想から抜粋
・登録学習者は79ゕ国から参加。新規参加国としてジンバブエから2人が今年度参加。
・おにぎりチャレンジでは、宗教的に食べることができない物もあった。今後検討。
・今後は、ボランティアスタッフを増やすことも検討したい。

4 1月13日 10:30-12
新年会。茶道・正月遊び・琴の演奏・着物
体験など
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施設名 事業名 講座名

貫井北分館 成人教育事業
成人学校 地域研究講座「文学散歩・野川を歩く―大岡昇平「武蔵野夫人」を
追って」

目的・ねらい 文学や作家にゆかりのある地域を歩き、地域の魅力を探る

定員 12人 応募者数 21人 区分 実人数 区分 実人数
東町 2人

受講者数
（延べ数）

9人 男 女 そのほか 小学生 梶野町
保育 参加費 小学生以下

1人
4人 5人 中学生 関野町

2人
２０代 中町

対象者 市内在住・在勤・在学で２時間程度歩ける方
15歳以上 緑町

４０代 本町 2人
募集方法 市報、ポスター、チラシ、市HP

３０代 前原町

６０代 2人 貫井北町
受付方法 Eメール、往復はがき（多数抽選）

５０代 桜町

1人
８０代以上 市外（在勤・在学） 1人

実施場所 東小金井駅から武蔵小金井駅まで
７０代 7人 貫井南町

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 4月10日 10−12時 大岡昇平の武蔵野夫人の舞台を歩く 小林 力さん（東京シティガイドクラブ会員）

企画実行委員・
担当職員感想

雨天予報でもっと参加者が減るかと思いましたが、９人参加され、みなさん熱心でした。小林先
生の時間配分が良く、質問にも的確に対応してくれました。

企画実行委員 塚田、土屋 担当職員 野津

参加者感想
（一部抜粋）

・抽選に当たればまた参加したいです
・越してきて間もないので、小金井を知りたくて参加しました
・風が強くて解説がよく聞こえない時がありました
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